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上記のような研究方針のもと、 2 015 年度は以下のような研究活動を行った（ 1～ 3 は共
同研究メンバー全員が参画した活動。 4 以下は石川、中村、井川の研究活動となる）。  
1 立教大学・東京芸術劇場・豊島区が共催する《池袋＝自由文化都市プロジェクト》














うな目次で原稿が完成している。「はじめに」（井川充雄）、第 1 章  シンポジウム「戦
後池袋の検証―ヤミ市から自由文化都市へ―」（パネラー／川本三郎、吉見俊哉、マ
イク・、モラスキー、司会／石川巧）、コラム「戦後池袋の風俗史」、第 2 章  都市と  
メディア  「都市としての闇市」（初田香成）、「民衆 駅の誕生―国鉄駅本屋の戦災復
興と駅ビル開発」（石榑監和）、「読売新聞による「新宿浄化」キャンペーン ―ヤミ市  
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ピア―映画の中のヤミ市をめぐって―」（中村秀之）、「小説テキストにおける闇市・
闇屋の表象」（渡部裕太）、「石川淳「焼跡のイエス」から手塚治虫、梶原一騎、王欣




五四）―戦後的メロドラマの通俗性と感傷性―」（河野真理江）  「戦後ヤミ市関連  
参考文献目録」、「索引（人名・作品名・事項）」、「おわりに」（石川巧）  

















再検証することは重要な意味をもつ。 20 15 年度は、占領軍が行った検閲資料である
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